特定非営利活動法人みえきた市民活動センター

平成２４年度事業の方針
　　　　　　（方針１）「市民活動を支援する事業を行う」
（方針２）「会員の提案を事業の形にしていく」

（方針３）「市民活動支援のしくみづくりを行う」

（方針４）「必要なコストをかけた運営を行う」
（方針５）「低コストで持続可能なしくみをつくる」
平成２４年度所信
（第10期：平成24年6月1日より平成25年5月31日まで）

地域のマネーフローは極端に減少しています。人々のライフスタイルははっきりと変わり、不必要な支出をしないだけでなく、必要な支出もできず「貧困」の一歩手前でなんとか踏みとどまっている人たちもずいぶん増えてきたように思います。政府の借金による支出でなんとか保ってきた資金の社会還元も限界に近づき、とうとう消費税率を増加させることになります。それでも暮らし向きはよくならないと思えるのは、地球規模の経済の中で、日本の「生産と消費」とがともに落ち込み続けているからで、社会の構造が大きく変わっていく過程にいることを実感させます。

新しい社会の構造はゆるいものではありませんが、地域で足元を固め、個人の自由な意志によってさまざまに繋がりながら、「非営利経済」で人々に必要なサービスを提供していくしくみを盛んにし、当面のくらしを少しでも支えていくことが大切と思います。「個人の自由な社会貢献活動」が「持続的」に行われることで、なんとかこれからの１０年をしのいでいくことが必要と思います。
　人々のくらしの次なる世界がどうなっていくか、今はまだ見えませんが、さまざまな試行錯誤の中から、「新たな可能性」「新たな価値観」「新たなサービス」が生み出されていくであろうことと思います。私たちは、今年度、そのような可能性を開くさまざまな市民の活動や、人々のくらしを支える身近で小さな市民の活動を応援するしくみを整え、低コストでも継続可能な状態にしていくことで、積極的に世の中にかかわってまいります。皆様のご理解、ご参画、ご協力を心よりお願い申し上げます。

平成２４年度 特定非営利活動法人みえきた市民活動センター

事業計画書（第10期：平成24年6月1日より平成25年5月31日まで）
Ⅲ　個別に行う事業について

１．主として、まちの課題の発見と解決に向かって行う事業

 －(１) まちのさまざまな課題の調査研究事業

 －(２) その解決のための事業

１-(1)-1　三重県の各種取り組みへの参画

　ＮＰＯ法人の所轄庁としての対応も含め、そのうごきに柔軟かつ積極的に参画して

いく。

１-(1)-2　地域課題の発見と解決を意識した各種団体・講座等への参加

　会計や法改正への対応のみならず、市民活動が抱える課題の解決に向かって、必要

　な情報を収集していく。
１-(2)-1　三重県ＮＰＯ法人条例指定制度への対応

　他県に比べて止まっている三重県の条例指定制度を後押しする。その活路を開いて

　活用し、認定ＮＰＯ法人の認定をめざし、そのために必要な対応を行う。

１-(2)-2　三重県の「新しい公共推進指針（仮称）策定事業」への参画

　　年度内の指針策定と年度末のフォーラムの実施に対応した、地域円卓会議を開催し、

　　その指針の現場への反映の方法を模索する。

２．主として市民活動団体に対して行う事業

 －(３) まちのさまざまな課題を解決しようとしている市民活動の調査研究事業

 －(４) その市民活動への応援事業

２-(3)-1　市町村の市民活動センター等の交流会等への参加

管内３つの行政区に対応して、それぞれの企画に参画していく。

２-(4)-1 「桑員まちのファンクラブ」への支援

事務局として、世代交代にも対応してローコストの運営に取り組んでいく。

２-(4)-2 「特定非営利活動法人 みえＮＰＯネットワークセンター」への支援

のびざかりの新しいＮＰＯ法人でもあり、全県の中間支援ネットワークを活用した

事業の展開を支えるとともに、指定管理などにかかるスタッフの育成も支えていく。

２-(4)-3　各種講座への講師派遣
必要に応じ、先方のニーズに応える形で取り組んでいく。

２-(4)-4　前掲以外の市民活動団体への支援
管内の市民活動団体から相談されたことへの対応を中心に、可能な範囲でさまざま
に進めていく。

３．主として、不特定多数の市民に向かって行う事業

 －(５) その市民活動を行いやすい環境の調査研究事業

 －(６) その市民活動を行いやすい環境づくり事業

３-(6)-1　インターネットメデイア等による市民活動団体情報の提供等
新しい公共支援事業の終了後を見据え、低コストの運営と広い範囲への情報の提供
の可能性を探り、その準備も含めて情報の発信を進めていく。

４．特別に行う事業
－(７) 地域の資源循環をはかる事業

４-(7)-1  三重県 新しい公共を支える資源循環の基盤づくり事業
（桑名県民センター管内）「市民活動応援基金づくり」への取り組み

　　３団体の協働事業としての基盤を固め、小さくても市民活動団体自身がつくる

「市民活動応援☆きらきら基金」づくりを進めていく。また、まちのかわらばん
の発行、「きらきら☆らじお」の実績を積み、地域に必要なメディアとしての位置

　　を確立していく。これらによって地域の人たちに認知されることで、低コストでの
　　運営を可能にする。

特定非営利活動法人みえきた市民活動センター

平成２５年度事業の方針
（方針１）「市民活動を支援する事業を行う」

（方針２）「会員の提案を事業の形にしていく」

（方針３）「市民活動支援のしくみを継続して行う」

（方針４）「低コストで運営を行う」

平成２５年度 特定非営利活動法人みえきた市民活動センター

事業計画書（第11期：平成25年6月1日より平成26年5月31日まで）
Ⅲ　個別に行う事業について

１．主として、まちの課題の発見と解決に向かって行う事業

 －(１) まちのさまざまな課題の調査研究事業

 －(２) その解決のための事業

１-(1)-1　三重県の各種取り組みへの参画

　ＮＰＯ法人の所轄庁としての対応も含め、そのうごきに柔軟かつ積極的に参画して

いく。

１-(1)-2　地域課題の発見と解決を意識した各種団体・講座等への参加

　資金・資源の不足に悩む市民活動団体が元気がでるように、課題解決に向かっての

必要な情報を収集していく。

１-(2)-1　三重県ＮＰＯ法人条例指定制度への対応

　制度の開始の限界まできている三重県の条例指定制度を後押しする。その活路を開
いて、認定ＮＰＯ法人の認定を取得する。
１-(2)-2　三重県の「新しい公共推進指針（仮称）策定事業」への参画

　できあがった指針の現場への反映の方法を模索する。

２．主として市民活動団体に対して行う事業

 －(３) まちのさまざまな課題を解決しようとしている市民活動の調査研究事業

 －(４) その市民活動への応援事業

２-(3)-1　市町村の市民活動センター等の交流会等への参加

管内３つの行政区に対応して、それぞれの企画に参画していく。

２-(4)-1 「桑員まちのファンクラブ」への支援

事務局として、世代交代にも対応してローコストの運営に取り組んでいく。

２-(4)-2 「特定非営利活動法人 みえＮＰＯネットワークセンター」への支援

全県の中間支援ネットワークを活用した事業の展開を支えていく。
２-(4)-3　各種講座への講師派遣

必要に応じ、先方のニーズに応える形で取り組んでいく。

２-(4)-4　前掲以外の市民活動団体への支援

管内の市民活動団体から相談されたことへの対応を中心に、可能な範囲でさまざまに

進めていく。

２-(4)-5　「市民活動応援☆きらきら基金」の運営

　財源の充てのない事業ではあるが、小さな寄付金の積み上げと、小さな助成を年に

　１回行う。また、市民活動団体情報のページを充実させていく。これにより、低コ

ストの運営を行い、県条例指定制度の整備による認定ＮＰＯ法人の認定取得まで、
　つないでいく。
３．主として、不特定多数の市民に向かって行う事業

 －(５) その市民活動を行いやすい環境の調査研究事業

 －(６) その市民活動を行いやすい環境づくり事業

３-(6)-1　「まちのかわらばん電子版」の発信と「きらきら☆らじお」の展開

　財源の充てがないので、「まちのかわらばん」「きらきら☆らじお」ともに発信の

回数を少なくし、身近な地域の市民活動情報を伝えていく。

３-(6)-2　インターネットメデイア等による市民活動団体情報の提供等

地域の市民活動情報や全国的な市民活動のうごきなどを、広い範囲へ情報を提供

していく。
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